
第 30 回操会東京支部同窓会を開催しました！ 
（同窓会幹事：紀、明石、長谷川、古賀） 

 コロナ禍により延期を余儀なくされてまいりました第 30 回操会東京支部同窓会ですが、過日、159
名の皆様にご参加いただき、無事に開催することができました。終始笑い声の絶えない盛会となり、

後日、たくさんの方から「とても楽しく思い出に残る会だった」等のお言葉をいただきました。ご

協力を賜りました皆様に心よりお礼申し上げます。 
 簡単ではございますが、以下のとおり、当日の様子をご報告いたします。なお、掲載写真につい

ては、皆様から宇女高 HP への掲載にご了承いただいていることを申し添えます。 
 
＊令和 5 年 6 月 11 日（日）11:30〜14:30 明治記念館富士の間にて開催 
＊主な次第 

①ご挨拶 ②乾杯 ③スペシャルコンサート ④恩師挨拶 ⑤宇女高クイズ大会  
⑥操会の絆タイム ⑦記念品贈呈 ⑧校歌斉唱 ⑨幹事学年紹介 

 
〈開会前から賑やかに！〉 受付開始時刻よりかなり早い時間から皆様の姿

がちらほらと。この日を楽しみにお待ちいただいていたことが伝わります。

既にロビーや会場では懐かしい再会に会話が弾み、開会前から賑やかでした。 

〈いよいよ始まりました！〉 
① ご挨拶〜 

宮崎支部長からは 4 年ぶりに同窓会を開催できることへの感謝の気持ちを、 
宇女高の前橋校長からは現在の宇女高の様子を詳細に、 

そして 
操会花田会長からは昭和 26 年卒業生の文集「あ

の頃」の紹介を含めたお話をいただきました。 
 

② 乾杯〜 
ご発声は佐藤勝宏先生（数学、S53.4~H6 在職）。変わらずお元気で、今でも

精力的に教育に関わっているお姿に尊敬の眼差しが集まりました。 
乾杯後、しばらくは歓談の時間です。 
美味しい松花堂の食事とフリードリンクを楽しみながら、テーブルで、

同学年で、会話が弾みました。 
 

③ スペシャルコンサート〜 



第 30 回特別企画第１弾は、ソプラノ歌手菊川敦子さん（S56 卒）とピアニスト齋藤文香さん

（H20 卒）によるスペシャルコンサートです。美しい歌声と旋律が会場に

響きわたります。菊川さんの軽快な MC と共

に、童謡からオペラまで幅広いジャンルの曲

を７曲ご披露いただきました。途中、サプラ

イズで校長先生もステージに登場！至福の

時に酔いしれたアンコールでは、全員で歌い

踊りながら「乾杯」を連呼し、盛り上がりは

最高潮に達しました！ 
 

④ 恩師挨拶〜 
今回は、佐藤勝宏先生と田島一利先生（社会、S57.4~H4.3 在職）のお二人のご臨

席を賜りました。田島先生からは、宇女高の思い出や私達への励ましのお言葉をいた

だきました。 
 

⑤ 宇女高クイズ大会〜 
第 30 回特別企画第２弾は、57 年卒メンバーによる、テーブル対抗宇女高大クイズ大会です。問

題は、宇女高の校歌、校章、建物、活動等に関係する 5 問、回答は択一式で

す。皆さんで楽しんでいただけるよう、テーブル担当がサポートしたり、ハー

ト型の番号札を手作りしたりと、進め方を工夫しました。いざ始まると、どの

テーブルも練りに練った問題の回答を真剣に考えるあまり喧々諤々となり、正

解の発表時にはしーんと静まり返り、次の瞬間には狂喜乱舞・意気消

沈・阿鼻叫喚の嵐…とにかく盛り上がったのでした。 
テーブル対抗の結果は、全問正解のテーブルが２つ！ 賞品は宇女高

の校章入り付箋です。そして、全員に参加賞として、57 年卒の皆さんの

手作りによる、心のこもった「しおり」がプレゼントされました。 
 

⑥ 操会の絆タイム〜 
第30回特別企画第３弾は、「つながろう 操会の絆タイム」です。

宇女高生は多種多才で、自らの道を歩んで活躍している方がたくさん

いらっしゃいます。同窓会は宇女高生同士が情報交換し、つながりを

深める大切な場でもあります。今回は仕事等について、岩瀬晶子さん

（H3卒、写真左）、高坂晶子（H1卒）さんからご紹介いただきました。 

 

⑦ 記念品贈呈〜 

多種多彩な同窓生の中 でも取り分け人生経験

豊富な昭和28〜30年卒の 大先輩６名の方に、心か

らの敬意を込めて記念品 を贈呈しました。贈呈者

は今回の参加者で若い卒年の方（H8､3､2､1卒）です。最も先輩である井澤美和さん（S28卒、写

真立位１番左）からご挨拶をいただき、大先輩方にも大変喜んでいただきました。 

 



⑧ 校歌斉唱〜 

私たちのご縁、絆の源である母校、

宇都宮女子高校への思いを込めて、

ピアニストの齋藤文香さんの生伴奏

のもと、校歌を斉唱しました。心が

一つになることを感じるような温か

い雰囲気に満ちたひと時でした。 

 

⑨ 幹事学年紹介〜 

今回は昭和 56、57 年卒が担当しました。準備は大変でしたが、多くの同級生と再会でき、改

めて同級生の大切さを実感する貴重な時間をいただきました。 

バトンタッチするのは、２年後の第 31 回同窓会の当番幹

事となる昭和 58 年、59 年卒の皆さんです。代表の繁益早苗さ

んからご挨拶をいただきました。 

 

〈閉会後〉 

 あっという間に３時間が過ぎ、名残惜しい雰囲気の中で閉会となりました。閉会後、全員で記念

撮影を行いました。 

 
 
閉会後もあちこちで話に花が咲き、二次会に向かう学年も少なくなかったようです。 

〜 次の再会まで、皆様、どうぞお元気で！ 〜 
 

案内状発送 943 通、返信｛はがき 488 通、メール 63 通｝ 
運営費振込者 429 名、アーデル基金寄付（当日）126,200 円 
 

＊住所変更は操会事務局（宇女高内） ℡028-633-2315 ・ FAX028-637-7630 までお願いします。 

幹事長 紀 


